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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

本研究課題では、HPCI 戦略プログラム戦略分野 1

「予測する生命科学・医療および製薬基盤」の課

題 3 「予測医療に向けた階層統合シミュレーシ

ョン」のサブ課題 Bで用いられる脳神経系モデル

の開発を目的とする。サブ課題 Bでは神経疾患が

もたらす運動機能障害の一例として、パーキンソ

ン病を対象とした研究を行う。正常脳のモデルと

の比較により、パーキンソン病の脳モデルの場合

には、安静時振戦や姿勢保持障害などの症状が再

現されるモデルを構築することが目的となる。そ

のための随意運動の制御を行う脳のモデルとし

て、パーキンソン病の病変部位である大脳基底核

と、全身運動制御に重要な役割を持つ小脳、それ

らとループ回路を構成し脊髄に出力を送る大脳

皮質運動野の神経回路モデルを構築する。大規模

な多階層モデルとなるため、ここでは、大規模並

列計算で実績のある脳神経回路網ソフトウェア

NEST を活用し、本プログラムで新たにモデル化

された部分を NEST に組み込んでスーパーコンピ

ューターを用いた大規模計算を実施する。 

２． 今後の計画・展望 

この症状の再現には、まずは正常脳で正常状態が

再現できること、次にドーパミンの減少による神

経回路のパラメータ変化により、筋骨格系からの

フィードバックによるダイナミクスのもとで安

静時振戦が現れることを再現する。ここで開発さ

れた脳神経系のモデルを既存の筋骨格系モデル

と組み合わせ、全身統合シミュレーションを実施

することにより、運動機能障害のメカニズムの解

明と治療法の検討を行ない、例えば、従来だと、

ドーパミンが足らないから注ぎ足す、過活動にな

るから電気刺激で抑える、といった定性的思考に

よる対症療法を行ってきた系に対して、個々の患

者の症状や運動テストのデータから、神経回路の

各要素の変性の進行度を多次元のパラメータと

して推定して、それをもとに投薬と電気刺激のコ

ンビネーションなど最適な処方を予測できるよ

うになると考えられる。 

３． RICC の継続利用を希望の場合は、これまで利用

した状況（どの程度研究が進んだか、研究におい

てどこまで計算出来て、何が出来ていないか）や、

継続して利用する際に行う具体的な内容 

今年度は準備が整わなかったため RICC を使用し

なかったが、まずは大脳基底核のモデルを NEST

で実装し正常脳での正常状態を再現する 

４． 利用研究成果が無かった場合の理由 

平成 24 年度の 1 月中旬にアカウントをいただい

たばかりで、準備が整わなかったため使用しなか

った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


